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第 1章は四エチル鉛を- 成分とする極性モノマーの重合を総括的に研究 したものであるo 四エチル鉛は
単独では重合触媒ではないが, これを種々の金属塩と組合せるとアクリルエステルの重合をひき起すこと
が見出された｡ `ーすなわち飼, 鍾, 亜鉛, ホウ素, アル ミニウム, ケイ素, スズ, 鍾, アンチモン, ビスマ
スの塩化物, 硝酸塩など多数の塩類を組合せたところ, 電気陰性度が 1.4 より 2.2, かつイオン化ポテ
ンシァルが 1.6以上の金属の塩類の場合にメチルメタクリレー トの重合が可能となった｡ また, イオン化
ポテンシァルの代 りに, 塩類の融点と電気陰性度の関係を調べ, 助触媒として活性のある塩類が高融点側
に多いことを見出した｡ いずれの場合も重合はラジカル機構で進行するが, これは四エチル鉛一金属塩系
が光, 熟, ラジカル発生剤により分解 してラジカル源となるためと推定している｡ か くして得られたポリ






第 3章は トリエチルアル ミニウムー塩化スズ系触媒によるビニルイソブチルエ- テルの立体特異性重合
についてのペている. 有機金属化合物- ルイス酸触媒はビニルエ- テルのアイソタクチック重合に良いが
特に トリエチルアル ミニウム一四塩化スズの可溶性錯体が優れた触媒系であることが見出され, これを詳
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配位中心の一つであることを証明するために行なわれたものである. すなわち前記の トリエチルアル ミニ




みている｡ 多置換の金属原子や種々の結合様式の化合物における誘導効果を連立的に計算する式 を提 案
し, これを用いて, 分岐炭化水素系, クロロ炭化水素系における電荷分布や水和金属イオンの中心金属の
電荷の計算とそのイオンの ♪K a との平行性などを明らかにした｡







重合に トリエチルアル ミニウム- 四塩化スズ系均一触媒がす ぐれていることを見出し, その錯体の構造を
明らかにした｡ 触媒形成時の反応熱, 生成物の分子量, 電導度よりその生成物が塩化アル ミニウムと トリ
エチルスズ塩化物であり, これが有機溶剤中で解離しているが, その四塩化アル ミニウムイオンが トリエ
チルスズ塩化物, 塩化アル ミニウムと結合したいわゆる多重イオンとなっていることを明らかにした｡ こ
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している. これらの研究はやや特殊の触媒系ではあるが配位中心を多数有する均一系, 不均一系のすぐれ
た立体規則性重合能を研究したものでこの種の研究として注目に値する｡ よって本論文は工業上, 学術上
貢献するところがす くなくない｡ この論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認めるO
- 590 -
